今の時期だからこそ被爆国 日本から“Never Again!”と訴えることに意義がある。

第3期　　（ボイル）　渡辺　由美子（東京都在住）

　OL三年目、新しい事に挑戦したいと考えていた21年前に、NAC第三期募集の新聞記事に出会い、提唱者北浦葉子さんの『チャンスの前髪をつかめ』を読み、「これだ！」と思い、応募した。被爆者の話を聞き、諸先輩達のアドバイスを受け、準備を進めるものの、果たして現地で一人でできるだろうかと心配が消えない。でも、実際に始めてみると、「やらないよりやった方がいい、やっているうちにうまくなる」という葉子さんの言葉通りだった。

当時は1ドル150円、パソコンや携帯も普及していない時代。学校へは、手紙と電話でアポイントメントをとっていた。事前に依頼しておいたスライドやビデオの準備ができておらず、その場で、プレゼンテーションの内容変更を余儀なくされたことも。何度電話をかけても多忙な先生はつかまらない。プレゼンで聞かれ、持ち帰った質問を調べるにもパソコンの無い時代では大変など、様々な苦労もあった。一人で活動していていると、孤独に陥る事もあったが、そんな時に救いとなったのが、家族との連絡や他のメンバーとの情報交換だった。今なら事前にメールでアポを取り、フォローアップもできるし、メールやスカイプで簡単にコミュニケーションがとれるので、活動をする上でも心強いと思う。

テネシー州とオハイオ州の２カ所を拠点に、１９９０年２月より活動を開始し、１年で約200回のプレゼンを行った。前半は順調に進んだ活動も、８月にイラクがクウェートに侵攻してから、状況が少しずつ変化。プレゼンの教室や会場にいる人の中にも、愛する家族や友達を戦場にかり出される人が徐々に出るようになった。「戦争反対！」と声を大にして言えない雰囲気が出てきた頃から、NAC活動がやりにくくなった事があった。私の場合は、湾岸戦争が突発した直後の帰国だったが、あの後、湾岸戦争中に活動された他のNACボランティアは、大変だったのではないかと思う。

あれから、20年程の時が流れ、核のない世界をめざすことを宣言したオバマ大統領の下、アメリカ政府は核戦略見直しを進めている。今までアメリカの核戦略にあまり意見を言ってこなかった日本政府も、岡田外相の下、アメリカへの書簡、日豪共同で核軍縮・不拡散に関する声明を出すなど、核軍縮の方向に向かっている。この世界情勢の中、アメリカ国民の関心も高まっているこの時期だから、世界で唯一の被爆国、日本から、被爆者のメッセージを携えて、“Never again Hiroshima, Never again Nagasaki, Never again War! ”と訴える事に意義があり、またとない、良い時期だと思う。レイスロップ夫妻と北浦葉子さん、そして、私達NAC1期から9期の50名程のメンバーが地道に蒔いた”平和の種”が、これからの10期生の活動と共に、核廃絶に向けて、少しずつ世界を変えて行く事が出来る事を心から祈っている。
